
一

金
部
古
蹟
志
怪
廿
ニ

天
下

一
鐙
せ
し
ゅ
ゑ
鹿
川
間
半
郡
に
て
事
終
り
、
殊
陀
前

m家
の
附

加
と
成
り
た
る
は
.
一
巡
慌
の
不
幸
な
る
べ
し
。
旦
遮
慌
の
長
男
好
連

平
世
し
、
抗
男
一
巡
抑
制
父
兄
の
側
地
主
縫
ぎ
し
が
、
家
士
浦
野
孫
お
街

川
絡
を
川
俗
世
田
の
舘
に
世
き
‘
側
地
の
背
中
主
位
ら
し
め
け
る
に
、
金

抑
仰
の
家
老
と
附
心
し
て
物
訟
を
生
じ
、
遂
に
前
問
中
部
の
裁
判
と
成

り
.
立
文
七
年
八
月
浦
剖
総
数
名
制
限
し
.辿
抑
制
の
長
身
元
辿
も
独
居

を
命
ぜ
ら
れ
た
り
。
か
く
て
事
務
渚
す
と
い
へ
ど
も
‘
同
十
一
年
三

月
辿
初
段
し
‘同
年
十
一
月
元
濯
の
男
千
松
年
僅
か
に
十
歳
に
し
て
、

祖
父
一
巡
航
の
遺
跡
主
総
ぎ
け
る
に
、
鹿
的
宇
都
五
イ
九
タ
村
昨
日
五

前
石
絵
の
物
成
を
波
牧
せ
ら
れ
、
官
民
陀
加
賀
越
中
雨
図
に
於
て
、
金

川
開
始
士
の
家
総
陀
部
じ
、
利
常
卿
の
時
定
め
ら
れ
し
平
均
定
発

E
以

て
.
車
両
三
間
三
千
石
を
脇
は
り
た
り
。
是
に
依
っ
て
共
の
牧
納
高

も
拠
一
だ
減
少
す
る
而
己
な
ら
字
、
前
回
家
附
脈
の
名
後
も
絶
え
.
諮

代

一
般
の
藩
士
と
成
り
た
り
。
千
松
成
長
し
て
九
郎
左
衛
門
制
連
と

初
し
‘
点
享
二
年
三
月
参
議
中
将
綱
紀
卿
の
養
女
と
縁
組
主
命
ぜ
ら

れ
、
同
三
年
寸

一
月
人
持
組
問
刷
と
成

H
.
元
総
八
年
寸
二
月
叙
僻
仰

則
さ
れ
、
従
五
位
下
大
附
守
主
奔
任
し
、
翠
九
年
八
月
大
老
職
を
命

ぜ
ら
れ
‘金
協
執
政
の
一
人
た
り
o
Aん
よ
り
世
々
執
政
八
家
の
一
家
と

-
等
よ
り
九
等
と
し
.
務
士
は
元
の

吏
に
至
る
ま
で
等
級
を
立
て
.

山」分
K
綴
っ
て
上
土
中
士

下
士
の
=
一等
に
分
ち
た
り
。
然
る
に
同

年
六
月
段
準
卿
金
調
印
稗
知
事

K
任
ぜ
ら
れ
、
九
月
執
政

念
政
を
滋

し
て
大
小
参
事
を
置
き
、
十
戸
月
務
艇
を
長
成
迩
の
沓
邸
に
建
て
ら

れ
、
民
事
卿
は
本
城
主
去
っ
て
訴
匡
本
多
政
以
の
居
邸
へ
移
位
せ
ら

る。

此
K
依
っ
て
民
政
祭
・市
政
局
を
も
務
臆
内
に
移
し
立
て
‘知
事

公
日
干
肱
堂
へ
出
席
せ
ら
れ
し
か
ど
、
同
四
年
七
月
天
下
一
般
成
務

世
鯨
の
御
後
令
あ
り
て
、
務
知
事
は
悉
く
菟
ぜ
ら
れ
.
大
参
事
以
下

は
迫
っ
て
御
沙
汰
あ
る
ま
で
.
日
ん
迄
の
泊
り
訴
訟
取
捌
可
v
致
旨
、
太

政
官
よ
り
建
せ
ら
れ
た
り
。
同
年
八
月
従
五
位
林
厚
徳
内
問
政
風

雨
名
を
金
四
陣
耐
明
大
参
事
に
任
ぜ
ら
れ
し
が
、
林
厚
徳
は
聞
に
依
っ
て

菟
ぜ
ら
れ
、
内
国
政
風
は
九
月
骨
四
日
金
滞
K
到
荒
す
。
翠
廿
五
日

元
務
艇
の
紫
任
官
の
人
々
願
の
如
く
菟
ぜ
ら
れ
、
廿
七
日
に
判
任
官

以
下
の
人
々
-
統
亦
指
免
ぜ
ら
れ
・
さ
て
北
ハ
の
後
更
に
鈴
術
し
て
.

判
任
の
腕
官
E
初
任
し
‘
一
冗
務
・
仰
を
改
め
て
金
際
感
肢
と
た
し
た

り
。
然
る
成
同
年
十
一
月
再
び
祁
腕
を
陵
し
.
変
花
新
抑
制
を
也
か
れ
、

加
賀
園
一
闘
を
ば
金
禅
師
柿
と
定
め
ら
れ
.
際
艇
を
圏
の
中
央
K
世
か

ん
矯
.
石
川
淵
美
川
町
本
吉
へ
拶
憾
の
と
と
陀
議
定
し
、
五
年
四
月

金
滞
古
蹟
志
港
什

-、k
f
i
 

し
て
、
泉
世
執
政
加
判
等
の
蛮
役
を
勤
め
.
家
勢
隆
ん
な
り
し
と
と

凡
二
百
鈴
年
。
際
世
家
名
主
全
う
し
て
靭
か
の
液
越
も
な
く
、始
組
長

谷
部
信
一
辿
の
第
名
を
縫
ぎ
て

、
削
指
架
血
統
連
綿
せ
し
か
ど
、
連
能
十

世
の
孫
迷
政
畑
…
v
子
.
甲
斐
守
巡
凌
の
外
孫
本
多
政
和
の
弟
を
狛
子
と

し
‘
家
を
嗣
が
し
む
。
大
隅

q
迩
広
H

北
な
り
。
赴
よ
り
今
民
共
の
系

統
柑
出
納
す
れ
ど
も
、
連
般
の
時
始
組
以
来
の

血
統
は
絶
え
た
り
け

り。O 
藩

鹿

跡

長
氏
の
恋
邸
地
な
り
。
州
出
版
三
年
各
王
政
復
古‘

大
政
維
新
の
令
下

り
、
m
忠
明
治
元
年
間
四
月
御
政
僧
職
制
改
革
仰
出
さ
れ
、
同
年
六
月

職
員
令
を
定
め
給
ふ
に
依
っ
て
.
脚
削
蒋
に
於
て
も
職
制
改
正
あ
り

て
、
十
二
月
年
寄
-
家
老
用
人
の
溜
抑
制
を
践
し、

更
に
人
才
よ
り
執

政
参
政
を
探
勝
し
、
務
政
一

後
せ
り
。
同
二
年
二
月
.
務
主
従
三
位

凶
院
本
卿
封
土
奉
還
を
建
言
せ
ら
れ
.
三
月
伺
の
上
務
治
職
制
の
改
革

あ
り
て
、
金
四
開
城
中
二
，丸
な
る
執
政

4
9
政
の
政
務
所
主
政
郁
堂
と

放
し、

文
武
隔
剛
申
校

E
ば
隊
十
一政
府
官
軍
政
裂
と
し
、
算
用
喝
を
ば
民

政
官
官
・
合
計
授
と
し
、
町
令
所
耐
寺
所
・
作
事
所
得
を
ぽ
都
て
民
政

授
の
別
局
と
な
し
・
公
草
場
主
ば
刑
獄
授
と
し・

さ
て
執
政
よ
り
h
k
E

移
柑
押
し
‘
長
町
の
地
は
益
館
と
成
り
た
る
を
、
同
年
九
月
金
探
直
命

所
を
袋
民
世
〈
。
m
m
六
年
十
二
月
霞
台
所
主
他
へ
移
し
.
小
剛
申
校
と

成
し
、
同
九
年
小
勝
校
も
他
へ
移
榔
し
、
建
物
の
他
郷
下
げ
に
成
り

し
を
、
東
本
開
寺
別
院
に
円
以
続
け
.
民
山
訴
の
削
申
問
所
と
な
し
た
り
。

然
る
に
同
十
二
年
、
開
国
務
主
正
三
位
前
阿
部
門
務
卿
金
部
省
切
中
変
K

居
住
せ
ら
る
べ
き
と
の
議
起
り
‘
結
合
を
北
ハ
の
館
町民
請
け
度
し
と
の

都
民
て
、製
十
三
年
一
月
京
本
願
寺
よ
り
口
入
れ
ら
れ
‘
同
年
二
月
修

築
を
始
め
、
居
館
・
刷
出
殿
悉
〈
建
築
を
命
ぜ
ら
れ
、
下
堤
町
の
問
地問
所

を
も
袋
に
移
し
.
此
の
似
合
に
於
て
附
向
を
勤
め
け
り
。
然
る
に
同

十
四
年
九
月
従
山
位
前
回
利
嗣
君
.
北
陸
道
鍛
道
建
築
方
の
事
件
K

依
っ
て

、東
京
よ
り
下
向
せ
ら
れ
、初
め
て
此
の
舘
へ
入
り
給
う
て
袋

K
滞
在
せ
ら
れ
し
鹿
.
翌
十
五
年
の
聡
二
月
一

日
舘
中
の
録
屋
よ
り

出
火
し
、
知
合
怒
〈
焼
亡
す
o
依
っ

て
右
地
所
一

町
六
反
八
畝
姶
六
歩

二
合
、
地
内
に
有
ν
之
木
石
到
に
土
説
得
共
の
陸
陀
て
・
貧
民
救
他
と

し
て
桑
問
問
懇
資
の
中
へ
寄
附
せ
ら
れ
度
旨
.
利
樹
君
よ
り
金
mm
区

役
所
へ
申
出
さ
る
h

庭
、
同
年
凹
月
十

一
日
腕
脳
よ
り
許
可
相
成
り

引
波
さ
れ
し
に
.
後
都
合
陀
依
っ

て、

同
廿
二
年
の
森
高
等
小
間
申
校

を
建
築
せ
り
。

九




